	第5回院内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：音喜多　恵

	講義内容：「精神保健福祉」　　　　　　　　　　講師：清水　博巳SGM・下平　英範PSW　　

	日　　時：平成19年12月19日（水）　　17：30～18：30

	場　　所：メンタルケア病棟3階　会議室

	内　　容：パワーポイント

「人権について」(下平)

　　　　　　・行動制限について

　　　　　　・行動制限一覧台帳

　　　　　　・行動制限基本指針～隔離・拘束～

　　　　　　・行動制限基本指針～電話・通信～

　　　　　「障害者自立支援法における新体系のうみねこ幸房」(清水)

　　　　　　・新体系うみねこ幸房のポイント

　　　　　　・サービス内容等

　　　　　　・うみねこ幸房は、こう変わる

　　　　　　　(対象の障害者・スタッフの増員・場所・利用期限・利用料・作業内容・

工賃について)

　　　　　　・就労移行支援事業について

　　　　　　

・アンケート結果：当日参加者　　名（参加率　　％）

　　　　　　　　　　　アンケート提出者36名（回収率100％）

1． 今回の研修内容について

・分かりやすかった…31名

・楽しかった…9名

・難しかった…0名

・つまらなかった…0名

　　　　　　　　　　　　（重複回答あり）

2． 研修を受けて役に立つと感じた内容

・うみねこ幸房新体系の詳細について(利用期限、利用料等)

・うみねこ幸房の利用料、スタッフが変わるという事

・拘束や通信について、うみねこ幸房の新体制について

・新体拘束、隔離について

・院外の障害者の流れ

・人権(拘束・隔離)

	・うみねこ幸房、就労自立支援

・うみねこ幸房が３障害になるという事で、拡大されるので、利用者にとっては良かったと思います。人権について→日々の振り返り、検証が必要であることが分かり、勉強になりました。

・人権を守る為に取られている手続きについて勉強になった

・うみねこ幸房の移行ポイント

・行動制限一覧台帳があると知りました。

・うみねこ幸房がこれからどのように変わるのか

3． 質問したいこと

・うみねこ幸房に現在通っている高齢の方、長く通っていた方は２年後、どこに行くことになるのでしょうか？

・うみねこ幸房の就労体制について

・作業指導員、生活支援員はどちらも常勤ですか？

・２年のうみねこ幸房利用期間後は更新手続きによる継続利用は可能なのか

4． 今後のテーマの希望

・制度について(病院スタッフが制度について無知が多い。介護保険や身体障害等)

5． 感想等

・今後の変革にご協力をお願いします。

・ケアをする上で、人権を大切にすることに対して理解が深まりました。

・青明舎の目的がわかった。

・セルリアンコーヒーを飲んでみたいと思った。

・うみねこ幸房のパンを食べてみたいと思いました。すごく分かりやすくて良かったと思います。

・うみねこ幸房の新体制について初めて知りました。下平ＰＳＷの講議もとても分かりやすかったです。

・人権については試験の時の確認になって良かった。

・うみねこ幸房のパンが楽しみですが、毎回買うことになるのでしょうか？

・これからうみねこ幸房を利用したいと思います。

・行動制限については分単位での記録が必要であることを知った。

・うみねこ幸房がどの様に変わるのか期待したいと思う。

・分かりやすい説明で良かったです。

・最後の講議は面白かったです。

・人権については根本的な理解の乏しい人には分からない内容だろうと思った。うみねこ幸房については今後の展開が難しいだろうなぁと思った。

・患者様の社会復帰などについて具体的にどの様な支援があるのか分かった。

・新しく制度が変わり、今後の動きについて分かりやすい説明だった。

・行動制限の種類や、うみねこ幸房のこれからについて分かりました。うみねこ幸房はまだ１回しか行った事がないので、行きたいと思います。

・うみねこ幸房にいる対象者の感想、意見を加えると良かったと思います。

・ここ最近、身体拘束が多く改めて人権について確認出来たので良かった。うみねこ幸房が新体制になり、それに伴う精神状態の変化など観察していくことや、スタッフが気を付けることも多くなるのではと感じた。

・人権について、制限など現場での対応、カルテへの記載などきちんと行っていきたいと思いました。

・隔離にチェックシートがあるとは知らなかった。

・うみねこ幸房のパンを購入し、協力したいと思います。

・就労移行支援により、うみねこ幸房の事業内容が変わり、今後どのようになっていくのか、パンがおいしく出来るのか楽しみに思う。

・うみねこ幸房が新しく変わる事について、分かりやすく聞けて良かった。

・人権について、日々の振り返りに十分余裕を持ち、利用者様や患者様への一助になればと考えます。

6． 反省点

・研修準備が不十分だった為、講師・スタッフに迷惑をかけてしまった。

　→研修に必要な物品など確認しながら準備を行う。

・院内研修へ参加するスタッフが少なかった。

　→ＷＩＺの掲示板やメールでの呼び掛けだけではなく、各病棟などでスタッフへの研修参加を呼びかけていく。




